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５５．．実実証証場場所所        島根県鹿足郡吉賀町真田 農事組合法人ごんごんじいの郷ほ場  

６６．．成成果果のの要要約約  

  簡易ブームスプレーヤ（以下、簡易ブーム）防除区とドローン防除区では、アザミウマ類の寄生

株率に有意差は認められなかったが、今回の調査では簡易ブームと比較したドローン防除の効果は

判然としなかった。 

茎葉処理機の作業時間を畝の長さ100m、幅60mの約60aの実証ほで調査した結果、10aあたりの作業

時間は4条茎葉処理機は2条茎葉処理機と比較して短く、作業能率は67.6％であった。 

 

７７．．目目  的的  

島根県では水田園芸品目の一つとしてタマネギを推進しているが、水田転作直後や水稲との輪作

ほ場では、粘質土壌のため降雨後はすぐにほ場に入ることができず、適期の防除や管理機会を逃し

てしまうことがある。そこで水田転作ほ場におけるたまねぎ機械化体系による省力栽培の確立のた

め、適期作業が可能となるドローン防除並びにクローラ方式の茎葉処理機械を用いた省力栽培の実

証を行う。昨年度までにブームスプレーヤとドローンの作業時間の比較と感水紙を用いた散布精度

の比較を行った。本年度は、ドローンを用いた省力防除体系における(アザミウマ類の)防除効果の

検証及びクローラ式 4条茎葉処理機を用いた実演会による作業性の調査を行った。 

 

８８．．主主要要成成果果のの概概要要及及びび考考察察  

（１）ドローンを用いた高濃度散布を３回行い、地域慣行防除方法の簡易ブームによる通

常濃度での散布と比較したアザミウマ寄生株率を調査した（見取り調査）。簡易ブーム

防除区とドローン防除区では、寄生株率に有意差は見られなかった（表 1）。しかし、簡易ブー

ム防除区では栽培期間を通じてアザミウマの寄生株率を低く抑えられたが、ドローン防除区は

増加傾向にあった。これは３反復のうちの１区で発生率が高かったためであり、畝の端であっ

たことから飛び込みが多かった、または薬剤のかかりムラがあったと考えられた。以上のこと

から、見取り調査において、簡易ブーム防除区とドローン防除区ではアザミウマの寄生株率に

有意差は認められなかったが、本調査条件下では、ドローン防除区の効果は判然としなかっ

た。本試験では寄生株率を調査したが、寄生虫数を考慮した調査を行うことで、より正確な評

価ができると考えられた。 

（２）茎葉処理後拾い上げた株を10日間ハウス内で強制通風乾燥を行い、各区40株3反復の収量調査

をした結果、簡易ブーム防除区とドローン防除区で1球重あたりの差はなく、いずれの区も病害

の発生はみられなかった（表2）。また、強制通風乾燥後ハウス内の高温多湿条件下（気温18.8-

40.7℃ 平均29.2℃、湿度34-96％ 平均78.3％）で60日間貯蔵し、各区100球ずつ黒かび病発生球

数を調査したところ、貯蔵60日後までの黒かび病発生球率は、簡易ブーム防除区で8.0％、ドロ

ーン防除区で8.5%といずれの区も低く抑えられ差はみられなかった。 

（３）各茎葉処理機の作業(6 月 6日：2条茎葉処理機、6月 7 日：4 条茎葉処理機)にかかる時間を

畝の長さ 100m、幅 60m の約 60a の実証ほで調査した。10a あたりの作業にかかった時間は、2 条

茎葉処理機が１時間 42分 53 秒、4条茎葉処理機が 1時間 9分 33秒となった（図 1）。2条茎葉

処理機と比較し、4 条茎葉処理機は 67.6％の作業時間であった。 

（４）4 条茎葉処理機の導入経費は 427万円であり、2 条茎葉処理機と比較して 2.5 倍程度の経費が

かかる。茎葉処理に係る能率のみを基に導入下限面積を試算したところ、4 条茎葉処理機は
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38.3haとなった（表 3）。4条茎葉処理機は、一人で作業可能であれば、2条茎葉処理機と比較

して 30％程度作業時間を削減できることがわかったが、導入経費が高いことから、作業効率を

上げることと、機械の共同利用体制を整備する等大面積での導入を検討する必要があると考え

られた。 

  

９９．．問問題題点点とと次次年年度度のの計計画画  

今回の実証では、ドローン防除の効果をアザミウマの防除効果で評価し、病害に対する効果につい

ては検証していない。現地ではべと病に対する防除効果についても関心が高いため、今後検討する。 

  

１１００．．主主ななデデーータタ  

 

 

 

 

図 1 各茎葉処理機の作業時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 茎葉処理機の実演の様子（左：４条茎葉処理機 右：２条茎葉処理機） 

表2　各防除区における収量性　

鱗茎高さ
(cm)

鱗茎横径
(㎝)

一球重
(g)

２Ｌ Ｌ大 Ｌ Ｍ Ｓ 階級外

簡易ブーム防除区 8.7 9.0 232.2 0.0 3.3 35.6 60.0 1.1 0.0 8.5
ドローン防除区 8.8 8.8 227.4 0.0 10.0 30.0 54.4 5.6 0.0 8.0

Z 島根県出荷規格に準ずる
y屋外ハウス内の高温多湿条件下（18.8-40.7℃ 平均29.2℃、34-96％ 平均78.3％）にて寒冷紗を被せて60日間保管

調査区
規格割合(%)z品質 黒かび病

発生球率
(%)y
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